
昔

大
雨
で
渡
良
瀬
川

の
濁
流
が
上
州
赤
城
山
の

麓
を
削
り
こ
の
地
を
襲
っ

た
。
水
が
引
い
た
ら
高
さ

十
五
ｍ
の
山
が
残
っ
た
。

山
が
流
れ
て
来
た
の
で
流

山
と
の
地
名
に
な
っ
た
。

山
に
は
赤
城
神
社
が
あ
る
。

左
図
の
青
い
線
の
よ
う

に
、
昔
、
渡
良
瀬
川
、
利

根
川
、
荒
川
は
東
京
湾
に

流
れ
て
い
た
。
徳
川
時
代

の
初
め
、
江
戸
を
洪
水
か

ら
守
る
為
、
赤
い
線
の
よ

う
に
銚
子
に
向
か
う
よ
う

流
れ
を
改
修
。
そ
の
後
も

工
事
が
進
め
ら
れ
渡
良
瀬

川
は
荒
川
に
な
っ
た
。

流
山
駅
と
江
戸
川
の
間

に
旧
街
道
が
あ
る
。
古
く

か
ら
の
ど
っ
し
り
と
し
た

構
え
の
建
物
の
間
に
新
し

い
家
が
建
っ
て
い
た
。
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旧

街

道

の

街

並

み

千
葉
県
流
山
市
流
山

に
て

二
〇
一
八
年
七
月

な
が
れ
や
ま

｢

数
十
年
に
一
度
の
豪

雨｣

と
の
気
象
庁
の
予
報

通
り
、
西
日
本
は
も
の
す

ご
い
被
害
に
あ
っ
た
。

｢
数
十
年
に
一
度｣

と
は

殆
ど
の
人
に
経
験
が
無
い

と
い
う
こ
と
。
従
来
の
経

験
の
範
囲
内
の
対
策
で
は

足
り
な
く
な
る
。｢
す
わ

一
大
事
。
ど
う
い
う
対
策

が
必
要
か
？
ど
う
い
う
立

法
が
必
要
か
。
政
府
の
全

力
を
挙
げ
て
対
策
を｣

と

云
わ
な
い
の
が
、
流
石
に

ア
ベ
さ
ん
で
す
ね
。
議
員

宿
舎
で
「
赤
坂
自
民
亭｣

と
し
て
大
宴
会
。

こ
こ
で｢

麻
原
ら
に
死

刑
執
行
す
れ
ば
、
マ
ス
コ

ミ
は
森
加
計
を
忘
れ
て
オ

ウ
ム
に
流
れ
る｣

と
上
川

陽
子
法
相
は
踏
ん
だ
？

カ
ジ
ノ
に
熱
中

パ
ー
テ
ィ
券
と
し
て
米

国
の
カ
ジ
ノ
業
者
か
ら
献

金
を
受
け
た
自
民
中
枢
は

Ｉ
Ｒ
法
案
を
通
そ
う
と
、

災
害
そ
っ
ち
の
け
。
大
臣

の
意
向
を
忖
度
し
、
国
土

交
通
省
幹
部
は
国
会
の
Ｉ

Ｒ
対
策
に
熱
中
。｢

災
害

な
ん
て
気
に
し
て
い
ら
れ

な
い
よ･

･･
｣

で
す
か
ね
？

そ
の
一
方
で
国
民
は

青
年
達
が
洪
水
に
浸
か
っ

た
町
を
力
一
杯
救
援
に
回
っ

た
様
子
が
報
道
さ
れ
て
い

る
。屋

根
の
上
で
助
け
を
求

め
る
人
た
ち
百
二
十
人
を

を
助
け
た
青
年
。
水
上
バ

イ
ク
で
十
五
時
間
走
り
続

け
て
助
け｢

全
身
が
つ
っ

た｣

と
い
う
。

四
時
間
も
手
こ
ぎ
ボ
ー

ト
で
救
助
に
回
り
熱
中
症

で
倒
れ
た
青
年
。
彼
の
後
、

ボ
ー
ト
を
漕
い
だ
青
年
達
。

他
に
も
複
数
の
ボ
ー
ト

が
名
も
告
げ
ず
に
救
援
に

回
っ
た
。

政
権
与
党
に
は
愛
想
が

尽
き
る
が
、
若
者
に
は
未

来
を
託
せ
ま
す
ね
。

カ ジ ノ 業 者 か ら 金 貰 っ た か ら ･ ･ ･

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


